




平成 L8 (2006）年は北陸 ・ 信越地方を中心に
大変な降雪で、死者 152人 （’06/ 1 2/2読売 ・ 朝日
面「あなたが選ぶ 10大ニュース」記事より）と
大きな被筈がでて「豪雪」 と いう言葉が使われま
した。豪雪 と いう用語の使用は「38 〔サンパチ〕
豪雪」（昭和38年、 1 963年、死者228人一一前出
記事より）以来のことと云われ、その降雪被害の
様子が思いやられることでした。「平 1 8豪雪J の
呼び名から蘇った「38豪雪の経験」を振り返り 、
手元の避難資料を整理してみます。
樹林帯を行く（ 3 月捜索、 1,900m 三角点付近）
愛知大学山岳部の北アルプス薬師岳遭難は、 家
雪の昭和 38 ( 1963 ） 年 l 月に発生しま した。
遭難の年（昭和38、 1 963年）前後の出来事を





2 月 l 日 東京の人口 1 ,000万人を突破
4 月 名古屋テレビ開局
8 月 12 日 堀江謙一氏、小型ヨッ ト で太平洋
横断





l 月 l 日 フジテレビ、 「鉄腕ア ト ム」放送
開始
l 月 23 日 「38豪雪」。 北陸地方に大雪、北陸 ・
上信越線全線運休。 死者228人
3 月 3 1 日 東京入谷で「村越吉展ちゃん事例二」
6 月 5 目 黒四ダム完成。 「こんにちは赤ち
ゃんJ 流行
1964 （昭和 39）年
6 月 1 6 日 新潟大地震
1 0月 l 日 東海道新幹線開業





























①山田傭（経 4 ）名古屋、②林田安男（経 4)
岐阜、③鈴木俊彦（経 2 ）桑名、④加藤克宣
（経 2 ）名古屋、⑤春日井幹二（法 2 ）豊橋、
⑥武藤利幸（法 2 ）半田、⑦尾崎武彦（経 2 ) 
豊橋、⑧鳶田郁夫（経 I ）春日井、⑨八橋義
政（法 I ）一宮、⑩横地哲（法 I ）名古屋、










合宿に参加したメンバーは 4 年生 2 名、 2 年生
5 名、 l 年生 6 名の合計 13名。所属部員の退部
によって 3 年生部員が欠落した変則形態でした。




めに 2 年生部員 3 人（鈴木俊彦、加藤克宣、春日
井幹二）をリーダー候補として選び、合宿運営は、
その 3 人のリーダ一候補の合議制によって行い













III. 捜索活動の開始一一「総費用 1 億円」とも
云われた捜索の始まり
山岳部提出の合宿計画書によれば、下山予定日
l 月 6 日、予備日 8 日間となっていました。とこ











同日午後、山岳部 OB 8 名、現役 6 名が捜索隊
として名古屋を出発、富山で富山県警（警察官 9















プ・神高木材（捕飯場）一 I 900m 三角点一太郎小屋
一薬師平）
山岳部「薬師岳遭難」







( I /19仕） 有峰猪根平・前回建設寮宿泊
( I /20旧）一一休養日一一
( 1 /21 伺） 有峰猪根平一折立 BC （神高木材（欄
飯場）
















富田健治（法 4 ）、花井好己（経 4 ）、花





( I /27 （日） 太郎小屋撤収（11: 00）、午前中、
薬師平捜索、これで第一次捜索活動打ち切
り。 14:30 ごろ折立 BC に帰着。同日午後、
小屋の遺品、へリで富山へ




徒歩で太郎小屋ヘ入った第 1 次捜索隊と折立 BC からの
サポート隙（ 1 月 23 日ごろ、 l ,9〔）〔Jm、 第 1 キャンプで）
ためへリ輸送中止。第一次捜索隊半数は折
立BC 泊
( l /29 （火） 天候悪く自衛隊へリ飛ばず。 徒歩
で帰途に着く。 折立 BC一大多和 （泊）
( l /30（制大多和一猪谷一名古屋。 1 6: 00救援
対策本部
⑫ 1/31 休） 遺家族／大学関係者へ捜索報告会
（車道校舎）
( 2 I l 刷本間喜一学長へ報告（豊橋校舎）。
翌2/2、関係者への報告会 （車道校舎）。 救
援本部解散 （2/2)
2 2 月捜索（第二次捜索、 2/28-3/5 )
毎日、中日、産経新聞協力、鈴木重彦 OB ら 。
薬師平 C3 （第 3 キャンプ）発見
3. 3 月捜索 （第三次捜索、 3/23-4/5)
名古屋大学春山合宿（リーダー垣田宏治氏〔文
4 〕） による友情捜索。
3 /23、東南稜で 5遺体発見 （尾崎、八橋、方n
藤＋林田、小田）
3 /25、 2遺体発見 （武藤、牛田）
3 /3 1 、 薬師沢右俣森林帯で茶毘に付す。
4. 4月捜索 （第四次捜索、 4/26-5/8） 富田健治
部員ら 10名
4/29、 5/2両日に 4遺体発見 （横地、 春日井、




「大ノ守 トロール」実施 8/1 7-8/20。総勢61 名（中
日 、 8117） 。
参加大学編成…一愛知大関係 17、 愛知学院




大 5 、名古屋 4 、南山 4 、名城 8 ＋東海地域
社会人山岳会
1 月 14 日、名古屋車道校舎に救援対策本部を
設立して以来 7 ヶ月余り、救援控索活動に参加し
た人数は延べ3,000人、ここまでの費用約600万
円に達していました。 3 月に東南稜で 7 遺体を発






























6. 最終遺体の発見 (l0/14、 10:30、鈴木、鳶田）









本部解散後、 9 月 16 日より発見に至るまでの捜





















10月 14 日、最後の遺体の発見で全 13遺体が奈
























































1 :45、愛知大サポート隊 4 名、日歯大敵6
名（リーダー佐竹信従氏、 3 年、 24歳）高
山線猪谷より岐阜県大多和を経て入山。この
日、太郎小屋に入る。 l 階を日歯大、 2 階を
愛知大が使用と相談。
[ I / I 〕強雪風。両隊とも行動休止（沈殿）。
[ l / 2 〕一時、風雪おさまる。 5:40、愛知大アタ
ック隊、サポート隊ともに太郎小屋を出発。7:
40、薬師平着、 C III 設営。
7:20、日歯大隊、アタックに太郎小屋出発。 s:
20頃、薬師平通過。 s:35愛知大隊、サポー












子。 11 : 00、ピパーク（緊急露営）地点到着、風
雪を凌ぐ。 13 :30、より適切なビパーク地点、を求
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登り l 時聞を下りに 1 時間25分をかけて太郎小
屋に 14:25帰着。
4. 「全員遭難』と r死地脱出J の間
























































l 月 22 日、太郎小屋に山岳部員たちが居なか












































































































































































40 (1965）年 l 月に受理されました。その後、山





































































『東海山岳』 No. I （日本山岳会東海支部、 1964年刊）
『週刊新潮』（昭和38年 2 月 18 日発行号）
『愛知大学通信』 116号（愛知大学広報課、 1996年 l l 月
6 日発行）
r愛知大学五十年史』（愛知大学）
r朝日新聞』（ 1963年 1 月 16 日、 1813)
r産経新聞』（ 1963 年 3 月 25 日）
r毎日新聞』（ 1963 年 l 月 19EI)







r東海山岳』 No.I （日本山岳会東海支部、 1964年 10 月刊）
r決定版・昭和史』 15巻（毎日新聞、 1984年刊）
「忘れられない 13人の死」五十嶋博文、 2006年富山支部
総会講演資料

